
 

 

資料２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和２年度多文化共生社会の形成の推進に関して講じた施策 
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基本方針と多文化共生施策の方向性 

（第３期宮城県多文化共生社会推進計画より）                

 

【参考１】多文化共生社会の定義（条例第２条関係） 

 「多文化共生社会」とは，国籍，民族等の異なる人々が，互いに，文化的背景等の違い

を認め，及び人権を尊重し，地域社会の対等な構成員として共に生きる社会をいう。 

 

【参考２】議会への報告等（条例第２１条関係） 

知事は，毎年度，多文化共生社会の形成の推進に関して講じた施策を県議会に報告する

とともに，公表するものとする。 

 

 （令和元年度から令和５年度まで） 



 

１ 令和２年度に講じた多文化共生施策 

 

（１）「意識の壁」の解消                            

  

 

 

 

 

① 多文化共生対談事業（多文化共生シンポジウム代替事業）（事業費：１２６，５９２円） 

  「東日本大震災から１０年～外国人住民とささえあう街づくりを考える～」をテーマに，

震災の被害が大きかった石巻市において，市と共催で「多文化共生シンポジウム inいしのま

き」を開催する予定であったが，新型コロナウイルス感染症の影響により，参集型のシンポ

ジウムは中止し，代替事業として参加者を最小限に絞った対談を実施，その記録を広く周知

することで多文化共生に関する意識の更なる醸成を図った。 

  ■日 時：令和３年２月７日（日） 午後１時から午後３時まで 

  ■参加者：○コーディネーター 

         (公財)宮城県国際化協会 総括マネージャー 大泉 貴広氏 

       ○対談者 

         国際サークル友好２１ 事務局長 清水 孝夫氏 

         みやぎオーバーシー協同組合 専務理事 國分 貴之氏 

         三洋食品(株) 技能実習生 グエン テイ ルエン氏 

         (医)ひまわりデイサービスセンター 介護士 髙橋 リャネット氏 

       ○講評者 

         東北大学災害科学国際研究所特任教授 Ｊ．Ｆ．モリス氏 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                                                                        

 

【事業の取組方針】 

「意識の壁」の解消に向け，広く基本理念の普及・啓発を行い，県民や関係機関等と

の推進体制の整備を図る。 

（対談の様子）

 （対談の様子） 

 

（対談記録）

 （対談の様子） 

 



 

② 啓発ツール作成事業（事業費：４５４，５００円）    

  小学校６年生を対象にした「児童向け多文化共生啓発チラシ」を作成・配布し，若年時から

の多文化共生に関する理念啓発を図った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 多文化共生社会推進審議会運営事業（事業費：１８８，６０４円） 

宮城県多文化共生社会推進審議会を開催。前年度に講じた施策や令和２年度多文化共生推

進事業について審議した。 

■第１回 令和２年６月４日（木） 〔出席委員：９名〕 

     議題 (1)令和元年度多文化共生社会の形成の推進に関して講じた施策について 

      (2)令和２年度多文化共生推進事業について 

■第２回 令和３年２月９日（火） 〔出席委員：９名〕 

       議題  (1)多文化共生推進に向けた主な取組について 

  (2)新型コロナウイルス感染症に関する対応について 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（啓発チラシ・裏） （啓発チラシ・表） 

 

（審議会の様子）

 （対談の様子） 

 



 

■委員名簿（敬称略・五十音順）               （令和３年３月３１日現在） 

  所属・役職 氏  名 備 考 

1 東北学院大学経済学部共生社会経済学科 教授 石 川 真 作   

2 宮城教育大学教員キャリア研究機構 教授 市 瀬 智 紀 会 長 

3 みやぎ外国人相談センター相談員 金   才 努   

4 

SenTia 通訳サポーター 

MIA 国際理解教育講師 

MIA 外国籍子どもサポーター 

小松崎 あんな   

5 
東北大学高度教養教育・学生支援機構 

グローバルラーニングセンター教授 
末 松 和 子 副会長 

6 仙台市立八幡小学校教諭 田 村 由香子   

7 宮城県中小企業団体中央会副会長 針 生 英 一   

8 仙台弁護士会 藤 田 祐 子   

9 
東北医科薬科大学地域医療学教室助教 

東北医科薬科大学病院総合診療科医師 
宮 澤 イザベル   

10 宮城労働局職業安定部長 山 下 禎 博   

 

 

④ 多文化共生市町村研修会事業（事業費：１２３，１８０円） 

   多文化共生に係る情報共有や施策の促進に向けて，関係機関の連携基盤の強化を図るとと

もに，外国人県民を地域で受け入れる環境整備に係る市町村の主体的な取組を推進するため，

市町村や国際交流協会職員等を対象とした研修会を開催した。 

  ■日 時：令和２年１１月２４日（火）午後１時３０分から午後３時５０分まで 

  ■場 所：宮城県自治会館９階 研修室 

  ■参加者：３４名（うち９名がオンライン参加） 

  ■プログラム 

 ○講 演：（一財)ダイバーシティー研究所 代表理事 田村 太郎氏 

       「多文化共生と地域社会」         

 ○ふりかえり／質疑応答 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ 技能実習生等との共生の地域づくり推進事業 ＜再掲＞ 

 

（研修会の様子） 



 

（２）「言葉の壁」の解消                            

 

 

 

 

 

 

① 日本語学習に係る調査研究事業（事業費：２，８９８，５００円） 

   (公財)宮城県国際化協会(ＭＩＡ)に委託し，外国人県民が自立した生活を送るために必要

な日本語学習支援を，より効果的に実施するため，本県における課題やニーズを把握・分析

するとともに，ＩＣＴを活用した日本語学習を試験的に実施し，その効果検証を行った。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 災害時通訳ボランティア整備事業（事業費：２３１，１１０円） 

 (公財)宮城県国際化協会（ＭＩＡ）に委託し，県内で大規模災害が発生した際に，被災地

からの要請に応じ速やかに通訳ボランティアを派遣できる体制整備を図るとともに，通訳ボ

ランティアの確保・養成を行った。令和２年度末時点で１３８名，１９言語での対応が可能

となった。 

 ■研修会の開催 

  ＭＩＡ外国人支援通訳サポーター・災害時通訳ボランティア合同研修会（オンライン開催） 

   ○日 時：令和３年１月２７日（水） 

   ○参加者：３１名 

   ○内 容：・宮城県内在留外国人とＭＩＡ外国人支援通訳サポーターについて 

        ・遠隔通訳の実情と課題 

  ■派遣フロー図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【事業の取組方針】 

「言葉の壁」の解消に向け，多言語化支援を行うとともに，外国人県民等への学習支

援を図る。 

（技能実習生と大学生によるオンライン 

日本語会話の試行） 

  （技能実習生を対象とした 

日本語学習支援の試行） 



 

③ 多言語情報発信強化事業【コロナ対応】（事業費：３，２７５，７０２円） 

県からの業務委託により「みやぎ外国人相談センター」を開設・運営し, 外国人県民に対

し様々な情報発信を行っている（公財）宮城県国際化協会（ＭＩＡ）のホームページに，近

年増加が顕著なベトナム語とネパール語の２言語を追加するなどのリニューアルを行い，新

型コロナウイルス感染症関連の情報を含めた情報を今まで以上に幅広くかつ正確に発信し，

外国人県民の不安解消を図った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ みやぎ外国人相談センター設置事業 ＜再掲＞ 

 

 

⑤ 新型コロナウイルス感染症に関する受診・相談センター（コールセンター）の多言語対応 

  【コロナ対応】＜再掲＞ 

 

 

（３）「生活の壁」の解消                            

 

 

 

 

 

 

① みやぎ外国人相談センター設置事業（事業費：５，２５２，５００円） 

   （公財）宮城県国際化協会（ＭＩＡ）に委託し，外国人県民やその家族から寄せられた相

談に対して，必要な情報提供や専門窓口の紹介など問題解決に向けたアドバイスを行い，外

国人県民の不安解消，問題解決等に寄与した。 

相談センターには，相談センター相談員を配置するとともに，三者での通話が可能な「ト

リオフォン」機能を付加した電話機を設置し，外部多言語コールセンターを利用することで，

１３言語により相談に対応した。 

 

【事業の取組方針】 

「生活の壁」の解消に向け，外国人県民等のサポートを行うとともに，活躍の支援を

図る。 

 

（ＭＩＡホームページ） 



 

■相談センター相談員の対応言語 

日本語，英語，中国語，韓国語，タガログ語，インドネシア語，ベトナム語，ネパール語 

   ※ 相談員の勤務日以外に上記言語での相談があった場合は，外部多言語コールセンターに 

     より随時対応 

■外部多言語コールセンターの対応言語 

   相談センター相談員の対応言語の他，ポルトガル語，ロシア語，スペイン語，タイ語，ヒ 

   ンディー語 

■相談対応件数  ３８７件 

■男女構成比   女性２２１件（５７％）， 男性１６６件（４３％） 

■相談手段     電話３４８件（９０％），来所２７件（７％），その他１２件（３％） 

■相談対応言語              ■相談内容 

 

      

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 新型コロナウイルス感染症に関する受診・相談センター（コールセンター）の多言語対応 

【コロナ対応】（事業費：１，９００，８００円） 

県及び仙台市が設置している新型コロナウイルス感染症に関する受診・相談センター（コ

ールセンター）について，外国人県民からの相談があった場合，相談者，受診・相談セン

ター及び通訳オペレータによる３者間通話により多言語相談ができる体制を整備すること

で，コロナ禍における外国人県民の不安解消に繋げた。 

■対応言語  １２言語 

■応対時間  ２４時間３６５日（英語・中国語・韓国語・スペイン語・ポルトガル語） 

           平日 8:30～18:00（タイ語・ネパール語・ベトナム語・ロシア語・ 

                              タガログ語・インドネシア語・ヒンディー語） 

■実績     コールセンター相談件数   １０６，７８６件 

         うち外国人からの相談       ４３８件 

               うち多言語コールセンター利用件数   ５０件 

 

 

 

 



 

③ 技能実習生等との共生の地域づくり推進事業（事業費：２，６９１，７００円） 

地域における受入環境整備を図るため，（公財）宮城県国際化協会（ＭＩＡ）に委託し，多

賀城市及び気仙沼市において，セミナーや防災研修等を実施し，技能実習生と地域住民との

交流の機会を創出した。 

   

【多賀城市】 

  ■交流サポーター育成講座 

〇実施日：令和２年９月２６日（土），令和２年１０月３日（土） 

〇場 所：多賀城市大代地区公民館 

〇受講者：１３名 

〇内 容：地域の国際化の現状，外国人技能実習制度，受入企業からの事例紹介，技能実 

習生出身国の生活習慣と言葉（ミャンマー編，ベトナム編），やさしい日本語 

■防災研修 

〇実施日：令和２年１１月８日（日） 

〇場 所：多賀城市大代地区公民館 

〇参加者：ミャンマー人技能実習生２０名，交流サポーター等日本人７０名 

〇内 容：防災・減災の基礎知識，多賀城市における防災の取組，非常時の調理法，町内 

会・地区防災対策協議会会員との懇談 

■陶芸体験を通した交流 

〇実施日：令和２年１２月１３日（日） 

〇場 所：多賀城市大代地区公民館 

〇参加者：ミャンマー人技能実習生２０名，交流サポーター等日本人１６名 

〇内 容：陶芸体験，懇談 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【気仙沼市】 

  ■防災研修 

〇実施日：令和２年１０月２５日（日） 

〇場 所：気仙沼・本吉広域防災センター 

〇参加者：ミャンマー人技能実習生１６名，受入企業関係者等日本人９名 

〇内 容：防災・減災の基礎知識，避難経路・避難所確認のワークショップ，地震体験・ 

煙体験 

   

 

（交流サポーター育成講座） （陶芸体験を通した交流） 



 

  ■「やさしい日本語」研修（市民向け） 

〇実施日：令和２年１１月２８日（土） 

〇場 所：気仙沼市役所 

〇参加者：市内企業関係者，市民団体会員，市職員等２８名 

〇内 容：気仙沼市内在住外国人の現状，やさしい日本語 

■「やさしい日本語」研修（市職員向け） 

〇実施日：令和３年３月９日（火） 

〇場 所：気仙沼市役所 

〇参加者：気仙沼市職員２０名 

〇内 容：気仙沼市内在住外国人の現状，やさしい日本語 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 外国人労働者等の受入体制のあり方に係る有識者会議運営事業（事業費：７９，００４円） 

外国人労働者等の地域社会での受入や共生のあり方に関する検討を行い，その内容を今後

の多文化共生施策等に反映させるため，有識者による意見交換を実施した。 

 ■日 時：令和２年１１月２４日（火）午後１時から午後３時まで 

  ■場 所：宮城県行政庁舎４階 特別会議室 

  ■内 容：〇報告事項 

(１)外国人労働者の現状について 

    宮城労働局職業安定部長 山下 禎博氏 

        (２)在留資格を取り巻く現状について 

    仙台出入国在留管理局 統括審査官 八木 良幸氏 

(３)外国人材共生支援全国協会設立について 

           東洋ワーク(株) 国際事業部長 里見 誠氏 

       〇意見交換（コロナ禍における外国人労働者等の現状について） 

 

                          

 

 

 

 

 

 

 

                      （有識者会議の様子） 

 

（防災研修） （やさしい日本語研修） 



 

■構成員名簿（敬称略・五十音順）                        

 所 属 ・ 役 職 氏 名 備 考 

１ （公財）宮城県国際化協会 総括マネージャー 大 泉  貴 広 
 

２ みやぎオーバーシー協同組合 専務理事 國 分  貴 之 
 

３ 宮城労働局職業安定部長 山 下 禎 博  

４ 
東洋ワーク（株）経営企画・事業開発部  

副部長兼 国際事業部長 
里 見  誠 

 

５ （株）菅原工業 代表取締役専務 菅 原  渉 
 

６ （公財）仙台観光国際協会 国際化推進課長 須 藤  伸 子 
 

７ 東北大学法学部法学研究科 教授（国際関係論） 戸 澤  英 典 座長 

８ 仙台弁護士会 松 林  昌 紀 
 

９ 出入国在留管理局 総括審査官 八 木  良 幸 
 

 

⑤ 外国人留学生定着支援事業（事業費：９，０３１，２４０円） 

県内企業の海外展開を図るとともに，それによる本県経済の活性化を実現するため，外国

人留学生の県内企業への就職を支援した。 

■外国人留学生定着支援事業 

〇「外国人留学生人材バンク」及び「受入企業バンク」の形成 

   【登録数】外国人留学生人材バンク：留学生３４人 

受入企業バンク：６６社 

〇企業向けセミナーの実施（１回開催，参加企業１８社） 

〇合同企業説明会（１回開催，参加企業１６社，留学生２０人） 

〇外国人留学生向け企業訪問の実施（企業６社訪問，留学生５人・日本人学生６人参加） 

〇企業と留学生の交流会（１回開催，参加企業８社，留学生１２名） 

 ○外国人留学生による県内企業就職情報誌作成事業（企業１５社取材，留学生７人，日本 

  人学生７人参加，日本語版・英語版を作成） 

■インターンシップ受入企業への補助金（交付先企業１社） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  （企業と留学生の交流会） （外国人留学生による企業訪問） 



 

⑥ 外国人雇用アシスト事業（事業費：１６，３８８，０００円） 

県内中小企業における外国人材の受入環境の整備を総合的に支援するため，企業相談窓口を

設置したほか，外国人向けセミナーや行政書士による無料個別相談会等を実施し，企業におけ

る外国人材の採用・活用を図った。 

■企業相談の受入れ（相談件数１０６社） 

■外国人向け合同企業説明会（３回開催，参加企業２０社，外国人２８８人） 

■企業向けセミナーの実施（７回開催，参加企業１１０社） 

■行政書士による無料個別相談会（参加企業１社） 

■外国人向けセミナーの実施（９回開催，参加者２７６人） 

■外国人就職相談の受入れ（相談件数１２６件） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（企業向けセミナー） （外国人向けセミナー） 



 

２ 宮城県多文化共生社会推進計画の評価指標における進捗状況 

評価指標１ 多文化共生啓発事業を実施している市町村数 

■指標説明 

市町村が実施する啓発関連イベントのほか，関係部署・関係者との会議の開催を含む 

■目標値 Ｒ５：３５市町村 

【考え方】 

 最終的にはすべての市町村による実施が望ましいことから，県内３５市町村を目標に 

  設定 

■進捗状況 Ｒ２：５市町村  

【実施市町村】 

 仙台市，気仙沼市，名取市，蔵王町，涌谷町  
 

【新型コロナ感染症の影響等により事業を中止した市町村】 

 石巻市，白石市，多賀城市，登米市，栗原市，大崎市，七ヶ浜町，加美町，美里町 
 

【参考：Ｒ１実施市町村】 

 仙台市，石巻市，塩竈市，気仙沼市，白石市，名取市，多賀城市，登米市，栗原市，  

 蔵王町，亘理町，七ヶ浜町，涌谷町，美里町 

 

 

評価指標２ 多文化共生に関する説明会等に参加した県民の数 

■指標説明 

町内会，民生委員など地域の推進役に対する各種研修会等での多文化共生に関する説明， 

情報提供などに参加した県民の数 

■目標値 Ｒ５：２，３００人 

【考え方】 

  年１０％の増加を見込んだ数 

■進捗状況 ５６０人（Ｒ１：４４１人，Ｒ２：１１９人） 

【結果】 

 Ｒ２年度参加人数：１１９人 
 

【内訳】 

 ・気仙沼市：「外国人のための防災講座」（参加者１６人） 

 ・名 取 市：「中学生多文化共生交流会・国際交流事業協力者研修会」（参加者２８人） 

       「ブラジルに行ってみよう！」（参加者：７５人） 

 

【新型コロナ感染症の影響等により中止した事業】 

 ・宮 城 県：「多文化共生シンポジウム」 

 ・仙 台 市：「市政出前講座（外国人とともに暮らす社会づくり）」 

 ・大 崎 市：「多文化共生シンポジウム＆第１２回国際交流フェスティバル」  

 

【参考：Ｒ１実績】 

 Ｒ元年度参加人数：４４１人 



 

評価指標３ 多言語による生活情報の提供実施市町村数 

■指標説明 

   生活に関する情報を日本語以外の言語で提供している県内の市町村の数 

■目標値 Ｒ５：３５市町村 

【考え方】 

 最終的にはすべての市町村による実施が望ましいことから，県内３５市町村を目標に 

  設定 

■進捗状況 Ｒ２：２７市町村  

【実施市町村】 

仙台市，石巻市，塩竈市，気仙沼市，白石市，名取市，角田市，多賀城市，岩沼市， 

登米市，栗原市，東松島市，大崎市，富谷市，蔵王町，大河原町，村田町，柴田町， 

丸森町，松島町，七ヶ浜町，大和町，大郷町，色麻町，美里町，女川町，南三陸町 
 

※Ｒ１から変更なし 

 

 

評価指標４ 日本語講座など日本語学習支援及び関連する取組を実施している市町村数 

■指標説明  

日本語講座や日本語教室の開設に加え，その他の日本語学習支援や関連する取組を含む 

■目標値 Ｒ５：３５市町村 

【考え方】 

 最終的にはすべての市町村による実施が望ましいことから，県内３５市町村を目標に 

  設定 

■進捗状況 Ｒ２：１１市町村 

【実施市町村】 

仙台市，石巻市，塩竈市，気仙沼市，名取市，角田市，岩沼市，登米市，大崎市， 

亘理町，美里町 
 

【新型コロナ感染症の影響等により休止している市町村】 

 栗原市，松島町，南三陸町 
 

【参考：Ｒ１実績】 

仙台市，石巻市，塩竈市，気仙沼市，名取市，角田市，岩沼市，登米市，栗原市， 

大崎市，亘理町，松島町，美里町，南三陸町 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

評価指標５ 外国人相談対応体制を整備している市町村数 

■指標説明 

他団体等と連携して外国人相談に対応できる体制を整備している場合も含む。 

■目標値 Ｒ５：１５市町村 

【考え方】 

  前計画の目標値の１．５倍 

■進捗状況 Ｒ１：９市町村 

【実施市町村】 

  仙台市，石巻市，気仙沼市，名取市，角田市，岩沼市，登米市，栗原市，川崎町 
 

 ※Ｒ１から変更なし 

 

 

評価指標６（ⅰ） 技能実習を除く外国人雇用者数（厚生労働省調べ）【各年１０月末現在】 

     （ⅱ） 外国人就労支援セミナ－等の参加事業所数 

■指標説明 

   （ⅰ）技能実習を除いた外国人雇用者の数 

   （ⅱ）Ｒ元年度からＲ５年度までの合計事業所数 

■目標値 （ⅰ）Ｒ５：１２，０００人 

（ⅱ）Ｒ５：１，５００事業所 

【考え方】 

  （ⅰ）Ｈ２６からＨ２９までの平均増加率による増加見込み 

 （ⅱ）年１０％の増加を見込んだ数 

■進捗状況 

 （ⅰ）Ｒ２：９，３８６人  

【結 果】 

前年度（９，１１８人）から外国人雇用者数は２６８人増加した。 

 （前年度増加率２．９４％） 

  （ⅱ）５５０事業所（Ｒ１：３７８事業所，Ｒ２：１７２事業所） 

【結 果】 

Ｒ２年度参加事業所数：１７２事業所 

【内 訳】 

 ・宮城県：１６５事業所 

 ・（公財）宮城県国際化協会： ７事業所 

     

  

 

 

 

 

 

 

 



 

評価指標７ 文化・習慣等の相互理解の促進に係る取組の参加者数 

■指標説明 

Ｒ元年度からＲ５年度までの合計人数 

■目標値  Ｒ５：３，５００人 

【考え方】 

  年１０％の増加を見込んだ数 

■進捗状況  ２，６１７人（Ｒ１：１，９２６人，Ｒ２：６９１人） 

【結果】 

 Ｒ２年度は，６９１人の参加。 

【内訳】 

 ・宮 城 県：「技能実習生等との共生の地域づくり推進事業」（参加者２１２人） 

 ・塩 竈 市:「塩竈市民との交流会」（参加者１２０人） 

 ・気仙沼市：「インドネシアと小学生がインターネット回線を通じ交流を行い両国の 

       交流促進と相互理解を図るホストタウンイベント」（参加者９７人） 

 ・名 取 市：「中学生多文化共生交流会・国際交流事業協力者研修会」（参加者２８人） 

       「ブラジルに行ってみよう！」（参加者７５人） 

 ・岩 沼 市：「南アフリカ・日本相互応援ポスターコンクール」（参加者１５１人） 

 ・涌 谷 町：「英会話教室Ｅ－Ｍｅｅｔ－Ｕｐイーミータップ」（参加者８人） 

 

【参考：新型コロナウイルス感染症の影響により中止した事業】 

 ・仙 台 市：「せんだい地球フェスタ２０２０」 

 ・石 巻 市：「じゃぱＮｅｅｄｓ塾」 

 ・白 石 市：「料理を通じて世界を知る会」 

 ・登 米 市：「登米市国際まつり」 

 ・七ヶ浜町：「料理教室」 

       「Ｅｎｇｌｉｓｈ Ｃａｍｐ」 

 ・加 美 町：「異文化交流を楽しむ会」 

 ・美 里 町：「国際交流フェスタ」     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


